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久保田 信1：和歌山県白浜町沿岸に漂着した希少種のヒクラゲ（刺胞動物門，箱虫綱，イ

ルカンジクラゲ手ヰ）
Shin KUBOTA1 : A rare cubomedusa Morbakka virulenta (Cnidaria Cubozoa Carukiidae) washed ashore at a seacoast 

of Shirahama Town, Wakayama Prefecture, Japan 

ヒクラゲMorbakkavirulenta (Kishinouye, 1910）は箱虫綱Cubozoaのクラゲの中では特大種で，強い刺胞毒

を持つことでよく知られ（久保田ほか 2012；久保田・足立 2013），沖縄を除く南日本に分布する（久保田

1998, 2014, 2015）.近年，多産する瀬戸内海で本種の出現や成長に関する報告がなされた（岡田ほか 2014).

和歌山県沿岸での本種の記録はごく少数で，これまでの採集記録としては，白浜町袋湾で2000年 6月27日採

集の傘径90mm個体（上野ほか 2001；久保田 2014），岬町多奈川での2004年12月と2007年10月に，傘径95mm,

115mm, 140mmの計 3個体，和歌山市加太で2007年12月に傘径140mm（大塚ほか 2009），みなべ町ショウガセで

2010年 1月11日に森ほか（2010）が傘高llcmを報告しているだけである．田辺湾からは， 2005年12月25日に白

浜町南海桟橋付近で、傘高15cmの生体が採集されたのみである（久保田 2014).

今回， 2016年 1月22日正午頃に，京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”の波打ち

際に， 1個体のヒクラゲが漂着した（図 1）.研究室に直ぐに持ち帰り，傘内

にたまった砂を出して水槽に収容すると，わずかながらも拍動も見られ，生体

であって，体がほとんど傷んでおらず， 4本の触手はピンク色で，傘高14cmで

あった（図2）.この時点に至るまで“北浜”にヒクラゲが漂着したことはな

い（久保田 2004，未発表）．

この翌日の2016年 1月23日午前10時過ぎに，白浜町瀬戸漁港の最奥部の岸壁

斜路の波打ち際付近に， ヒクラゲ 1個体が吹き寄せられていた．採集して形態

rι a .J 
i盟ι／：＿：＿t: 
図 1'2 和歌山県白浜町に所在
する京都大学瀬戸臨海所“北
浜”に漂着したヒクラゲ(1)
とその水槽内での形態（2)

を観察すると，触手は全て取れており，かなり傷んだ死体であったが，傘高は13cmで、あった．長年，毎日のよ

うに，クラゲ類の目視調査を実施しているこの地点でも，今回が初めての出現となった（久保田未発表）．

これ以降は“北浜”への打上や瀬戸漁港での遭遇はなかったが，上記の記録の直後，京都大学サーフィン部

の学生15人が田辺湾内で100個体ほどのヒクラゲに遭遇したと知らせて下さった． これら大型のヒクラゲは田

辺湾付近で成長したものではなく，他の場所から，たとえば瀬戸内海（岡田ほか 2014参照）から流されて来

たのであろう．
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